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第８回
下垂体神経内分泌腫瘍（PitNET）：名称変更に関連する問題点と今後の課題

虎の門病院  間脳下垂体外科
西岡 宏

　　今回改訂された WHO 組織分類 2022 年（第 5 版）
では「Pituitary adenoma」は「Pituitary Neuroendocrine 
tumor（PitNET）/ adenoma」へ名称が変更され、今後は「/
adenoma」も削除される予定である。この変更に関連す
る問題点と今後の課題について述べる。

1.  PitNET への名称変更

　　主な変更理由は「adenoma」は純粋な上皮細胞性
の良性腫瘍を指すが、（１）分泌顆粒を有する下垂体前
葉細胞は神経内分泌細胞である、（２）転移（悪性転化）
しなくても一部は aggressive, invasive であり良性腫瘍の
枠を明らかに超えている、（３）臓器特異性は大きいが
全身の NET の概念と名称を統一する WHO の方針、など
があげられる。この変更の是非を巡っては、後述する他
の NET と PitNET の著しい違いや NET ＝悪性腫瘍（？）
など臨床の場での混乱への懸念など、Pituitary society
など臨床側からの反対意見も強く、現在も激しい議論が
続いている。

　　日本では関連学会などでの議論を経て「下垂体神経
内分泌腫瘍；PitNET」へ名称が変更され、「下垂体腺腫」
は用いられないことになった。しかし臨床での混乱を防
ぐため組織病名「PitNET」に対して臨床病名「下垂体腫瘍」
は引き続き使用されることになった。

2.  名称変更に関連する諸問題

　　他の NET、例えば膵や消化管 NET では生命予後と
有意に相関する確立した grade 分類が使用されている。
これに対して PitNET ではコンセンサスに基づいた予後
予測のための grade 分類はまだ示されていない。他の
NET と同様に potentially malignant とされているが、ほ
とんどの PitNET はきわめて良性の経過（NET G1 ？）を
示し、metastatic PitNET（NET G3 ？）はきわめて稀（約
0.2％）、NEC（neuroendocrine carcinoma）の存在は否

定的である。また他の NET と異なり PitNET では腫瘍よ
りも下垂体機能障害（クッシング病や下垂体機能低下症
など）の内容と程度がより大きく生命予後に関与するこ
とも考慮する必要がある。NET の病態や予後には臓器特
異性が大きいが、特に PitNET は他の NET とこれらの点
で大きく異なっている。

　　一方、これまで Pituitary adenoma は ICD-O（国際
疾病分類腫瘍学）code/0（良性腫瘍）とされてきたが、
今回、他の NET と同様に PitNET は全て code /3（悪性
腫瘍）に変更されてしまった。Grade 分類も確立してい
ない中、potentially malignant といっても大多数はきわ
めて良性の経過を呈する PitNET を一括して code /3 と
することは甚だ強引であり、臨床の立場からの理解は到
底得られないと考えられる。そもそも今回の PitNET へ
の名称と ICD-O code の変更は、下垂体腫瘍の病態・治
療や予後などに関する新たな知見に基づくものではな
い。

3.  今後の課題

　　下垂体腫瘍に対しても科学的コンセンサスに基づい
た grade 分類（さらには stage 分類）の確立が早急に望
まれる。それにより他の NET との相違点（特異性）が明
らかとなれば、「PitNET」を用いることの臨床の場での
混乱は軽減する可能性がある。

　　また「PitNET」が医学的に妥当であっても社会的コ
ンセンサスを得て浸透していくには相当な時間を要する
点には十分な配慮が必要である。今後も下垂体疾患診療・
教育・研究に携わる多くの関係者がこの問題を共有し広
く議論していく必要がある。
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